
自
転
車
で
た
す
き
を
つ
な
い
だ 

環
境
へ
の
思
い

　

今
年
の
８
月
11
日
、
静
岡
県
掛
川
市
で「
第
２
回
中

部
環
境
先
進
５
市
サ
ミ
ッ
ト
」が
開
催
さ
れ
た
。
出
席

都
市
は
第
１
回
と
同
じ
く
愛
知
県
安
城
市
、
新
城
市
、

長
野
県
飯
田
市
、
静
岡
県
掛
川
市
、
岐
阜
県
多
治
見

市
の
各
市
長
だ
っ
た
。
今
回
は
同
サ
ミ
ッ
ト
に
先
駆

け
る
形
で
、
第
１
回
の
開
催
地
・
安
城
市
の
神
谷
学

市
長
が
開
催
市
の
リ
レ
ー
用
た
す
き
を
自
ら
の
肩
に

掛
け
、
安
城
市
役
所
か
ら
第
２
回
の
開
催
地
・
掛
川

市
役
所
ま
で
の
約
１
４
２
㎞
を
自
転
車
で
走
破
す
る

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
た（
７
月
９
日
）。

　
「
中
部
環
境
先
進
５
市
サ
ミ
ッ
ト
と
い
う
会
議
の
存

在
と
、
そ
の
目
的
の
重
要
性
を
よ
り
多
く
の
方
々
に

認
知
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
一
心
で
、
炎
天
下

を
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
走
り
通
し
ま
し
た
（
笑
）。

ま
た
途
中
、
新
城
市
を
通
過
す
る
と
き
に
は
新
城
市

の
穂
積
亮
次
市
長
か
ら
よ
く
冷
え
た
完
熟
ト
マ
ト
の

差
し
入
れ
を
い
た
だ
き
、
到
着
時
に
は
や
は
り
自
転

車
に
乗
っ
た
掛
川
市
の
松
井
三
郎
市
長
を
は
じ
め
、

職
員
の
皆
さ
ま
に
お
出
迎
え
い
た
だ
く
な
ど
、
暑
い

中
、
た
く
さ
ん
の
人
々
を
お
付
き
合
い
さ
せ
て
し
ま

う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
何
と
か
無
事
に

た
す
き
を
リ
レ
ー
で
き
て
、
前
回
開
催
地
と
し
て
の

使
命
を
果
た
せ
た
か
な
と
思
い
ま
し
た
」

　

た
す
き
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
中
部
環
境
先
進
５

市
の
頭
文
字
を
並
べ
る
と
多
治
見
市
＝
Ｔ
、
安
城
市

＝
Ａ
、
新
城
市
＝
Ｓ
、
掛
川
市
＝
Ｋ
、
飯
田
市
＝
Ｉ
、

す
な
わ
ち
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ
Ｉ
に
な
る
か
ら
だ
と
も
語
る
神

谷
市
長
の
、
学
生
時
代
以
来
続
け
て
き
た
趣
味
は
登

山
だ
。
平
成
19
年
度
に
安
城
市
が
自
転
車
利
用
を
促

進
す
る
「
エ
コ
サ
イ
ク
ル
シ
テ
ィ
計
画
」
を
策
定
し
て

か
ら
は
、
自
転
車
も
趣
味
の
一
つ
に
加
わ
っ
た
。
同

様
に
環
境
先
進
市
と
し
て
飯
田
市
、
掛
川
市
、
新
城

市
な
ど
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
、
自
転
車
を
市
内
交
通

の
重
要
な
乗
り
物
と
し
て
位
置
付
け
る
ま
ち
づ
く
り

を
展
開
し
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
同
サ
ミ
ッ
ト
へ
の
参
加
都
市
が
そ
れ
ぞ

れ
に
共
有
す
る
、
自
転
車
に
対
す
る
関
心
の
深
ま
り

は
、
同
サ
ミ
ッ
ト
が
誕
生
す

る
ゆ
え
ん
と
も
な
っ
た
「
日
本

の
環
境
首
都
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
存
在
に
由
来
す

る
。
十
全
な
維
持
の
難
し
い
地
方
都
市
に
お
け
る
公

共
交
通
の
欠
落
部
分
を
補
う
と
い
う
意
味
合
い
だ
け

で
な
く
、
環
境
保
護
を
大
き
な
柱
と
す
る
ま
ち
づ
く

り
を
突
き
詰
め
て
考
え
た
と
き
、
市
内
交
通
の
手
段

と
し
て
の
自
転
車
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
合
理
的
だ

か
ら
だ
ろ
う
。

　
「
日
本
の
環
境
首
都
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
10
以
上
の
環

境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
連
合
し
て
つ
く
っ
た
環
境
首
都
コ
ン
テ

ス
ト
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
現
・
環
境
首
都
創
造
Ｎ
Ｇ

Ｏ
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
主
催
で
、
２
０
０
１
年
か

ら
２
０
１
０
年
ま
で
の
10
年
間
限
定
で
開
催
さ
れ
た
、

持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
創
造
と
そ
の
啓
発
を
目
的

と
す
る
民
間
主
催
の
コ
ン
テ
ス
ト
事
業
だ
。
参
加
自

治
体
は
環
境
に
関
す
る
15
分
野
80
項
目
に
お
い
て
主

催
者
の
厳
密
な
採
点
を
受
け
、
総
合
点
で
結
果
が
競

わ
れ
た
。

　

同
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
す
る
５
市
は
い
ず
れ
も
、
こ

の
日
本
の
環
境
首
都
コ
ン
テ
ス
ト
に
継
続
参
加
し
、

好
成
績
を
挙
げ
て
き
た
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
日

本
の
環
境
首
都
コ
ン
テ
ス
ト
は
昨
年
終
了
し
た
も
の

の
、
熱
意
は
冷
め
や
ら
ず
、
中
部
地
方
に
お
い
て
今

後
も
都
市
間
交
流
を
多
角
的
に
進
め
つ
つ
、
真
の
環

境
首
都
の
創
造
を
目
指
し
、
連
携
し
て
い
き
た
い
、

中
部
環
境
先
進
５
市
サ
ミ
ッ
ト
は
そ
の
よ
う
な
趣
旨
・

総
意
で
発
足
し
た
。

　
「
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
前
回
開
催
時
点
と
の
間
に

東
日
本
大
震
災
、
そ
れ
に
付
随
し
て
発
生
し
た
原
発

事
故
と
い
う
未
曾
有
の
事
態
が
重
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
議
論
は
よ
り
白
熱
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災

が
災
害
防
止
や
災
害
か
ら
の
復
旧
対
策
、
環
境
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
大

転
換
を
迫
る
大
き
な

契
機
と
な
る
の
は
確

実
で
す
。
そ
れ
を
成

し
遂
げ
る
た
め
に
は

市
民
の
最
も
身
近
な

行
政
機
関
で
あ
る
私

た
ち
地
方
自
治
体
の

よ
り
積
極
的
な
決
断

力
と
行
動
力
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
を
強
く
認
識
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

施
策
お
よ
び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
に
全
力
で
取
り
組

む
こ
と
を
改
め
て
誓
い
ま
し
た
」（
神
谷
市
長
）

　

さ
ら
に
中
部
環
境
先
進
５
市
の
一
体
的
・
連
動
的

取
り
組
み
と
し
て
今
後
、
次
の
よ
う
な
具
体
的
施
策

の
実
現
を
目
指
す
こ
と
が
確
認（
宣
言
）さ
れ
た
。

●�

宣
言
１　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業
、
自
治
体
の
専
門
的
な

知
識
や
経
験
を
生
か
し
た
広
域
人
材
の
流
動
化
お

よ
び
環
境
施
策
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
経
済
を
活

性
化
さ
せ
、
地
域
社
会
の
活
力
を
高
め
、
環
境
と

経
済
の
好
循
環
（
リ
サ
イ
ク
ル
陶
磁
器
と
お
茶
を

セ
ッ
ト
に
し
た
「
中
部
環
境
都
市
コ
ラ
ボ
商
品
化
」

や
５
市
共
同
に
よ
る
「
エ
コ
ラ
イ
フ
フ
ェ
ア
」
の
開

催
な
ど
）の
実
現
化
に
取
り
組
む

●�

宣
言
２　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
散
化
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
拡
大
の
た
め
、
家
庭
や
公
共
施
設
に
お

け
る
太
陽
光
発
電
施
設
の
積
極
的
な
普
及
推
進
に

取
り
組
む

●�

宣
言
３　

電
力
需
給
の
ひ
っ
迫
と
限
り
あ
る
化
石
燃

料
の
枯
渇
防
止
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
平
成

23
年
度
の
市
庁
舎
に
お
け
る
電
力
使
用
量
の
削
減

目
標
を
平
成
22
年
度
比
20
％
減（
夏
季
）と
し
、
そ
の

実
現
と
市
民
や
企
業
へ
の
啓
発
活
動
に
取
り
組
む
。

そ
し
て
電
力
会
社
へ
電
力
需
給
の
基
礎
デ
ー
タ
開
示

を
常
に
求
め
、
効
率
的
な
削
減
に
つ
な
げ
て
い
く

安
城
市
と
周
辺
地
域
が 

日
本
デ
ン
マ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
わ
け

　

安
城
市
に
は
大
正
末
期
頃
か
ら
昭
和
20
年
代
ま
で
、

デ
ン
マ
ー
ク
の
よ
う
な
農
業
先
進
地
と
い
う
意
味
合

い
の
「
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
」
と
い
う
呼
称
が
し
ば
し
ば

使
わ
れ
、
昭
和
30
年
代
か
ら
40
年
代
ま
で
広
く
知
ら

れ
て
い
た
。
そ
の
端
的
な
名
残
は
矢
作
川
か
ら
水
を

引
き
込
ん
だ
総
延
長
50
㎞
以
上
に
も
及
ぶ
農
業
用
水

「
明
治
用
水
」（
明
治
12
年
着
工
、
翌
13
年
に
主
要
部
分

完
成
後
も
明
治
18
年
ご
ろ
ま
で
断
続
的
に
開
削
継
続
）

と
な
っ
て
今
も
残
さ
れ
て
い
る
。
明
治
用
水
は
現
在

も
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
は
暗
き
ょ
化
さ
れ
、
暗
き
ょ
化
さ
れ
た
約
36
㎞
分

は
明
治
用
水
緑
道
と
し
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
お

よ
び
歩
道
に
活
用
さ
れ
て
い
る（
詳
し
く
は
後
述
）。

　

こ
の
明
治
用
水
は
、
正
確
に
は
安
城
市
を
中
心
に
、

一
部
は
知
立
市
、
刈
谷
市
、
高
浜
市
、
豊
田
市
、
碧

南
市
、
西
尾
市
に
ま
で
広
が
る
。
従
っ
て
前
述
の
日

本
デ
ン
マ
ー
ク
と
い
う
呼
称
も
、
安
城
市
を
中
心
に

こ
の
明
治
用
水
の
恩
恵
を
受
け
て
豊
か
な
農
業
地
帯

を
築
い
た
周
辺
地
域
も
含
む
わ
け
だ
が
、
現
在
の
地

（愛知県）

産
業
の
バ
ラ
ン
ス
よ
い
発
展
で

日
本
の
環
境
首
都
を
目
指
す

市 政 ル ポ 安
あんじょう

城市

神
か み や

谷　学
がく

安城市長

「第２回中部環境先進５市サミット」記念のたすき
がけリレーで安城・掛川間を完走した神谷市長

「第1回中部環境先進５市サミットin安城」にて（左から新城市長、多
治見市長、安城市長、飯田市長、掛川市長）
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（愛知県）

図
上
の
区
分
で
市
域
が
丸
ご
と
入
っ
て
い
る
の
は
安

城
市
だ
け
。
中
心
地
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

　
「
愛
知
県
と
い
え
ば
全
国
で
も
別
格
の
製
造
品
出
荷

額（
平
成
21
年
の「
製
造
品
出
荷
額
等
」は
約
34
兆
円
）

を
誇
る
こ
と
か
ら
、
ト
ヨ
タ
な
ど
の
自
動
車
産
業
を

は
じ
め
と
す
る
工
業
地
帯
の
イ
メ
ー
ジ
が
非
常
に
強

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
実
は
明
治
時
代
か
ら
続
く
農
業

地
域（
平
成
20
年
の『
農
業
産
出
額
』は
約
３
２
１
０
億

円
で
全
国
６
位
）で
も
あ
る
の
で
す
。
中
で
も
矢
作
川

水
系
お
よ
び
明
治
用
水
を
活
用
し
た
本
市
と
そ
の
周

辺
は
今
も
田
畑
が
多
く
、
初
め
て
来
ら
れ
た
方
は
皆

さ
ん
、
イ
メ
ー
ジ
と
の
違
い
に
か
な
り
驚
か
れ
る
よ

う
で
す
」（
神
谷
市
長
）

　

例
え
ば
平
成
21
年
の
安
城
市
の
「
製
造
品
出
荷
額

等
」
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
で
急
激
に
下
落
し
た

と
は
い
え
約
１
兆
２
６
０
０
億
円
あ
る
。「
農
業
産
出

額
」
も
平
成
18
年
で
約
96
億
円
（
畜
産
・
耕
種
な
ど
は

除
く
）
だ
が
、
小
麦
・
大
豆
・
き
ゅ
う
り
・
イ
チ
ジ
ク

の
作
付
面
積
は
い
ず
れ
も
愛
知
県
内
第
１
位
、
水
田

面
積
も
同
２
位
で
、
豊
か
な
田
園
風
景
を
今
に
残
し

て
い
る
。

　

安
城
市
の
市
制
施
行
は
昭
和
27
年
、
来
年
に
は
市

制
施
行
60
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
。
余
談
に
な
る
が

市
制
施
行
以
来
誕
生
し
た
６
人
の
首
長
は
、
現
職
の

神
谷
市
長
（
東
京
農
業
大
学
を
卒
業
後
は
一
時
就
農
）

も
含
め
、
実
は
全
員
が
農
業
関
係
出
身
の
人
材
だ
。

自
動
車
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
工
業
化
が
昭
和
40
年

代
か
ら
激
化
し
て
い
っ
た
中
で
、
な
お
か
つ
、
明
治
時

代
か
ら
の
地
場
産
業
の
要
と
し
て
、
産
業
の
経
済
的

規
模
こ
そ
違
え
、
現
在
も
工
業
と
と
も
に
元
気
に
２

枚
看
板
を
張
り
続
け
る
農
業
へ
の
、
地
域
の
人
々
の

思
い
の
強
さ
が
そ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
も
し
の
ば
れ
る
。

　

安
城
市
内
に
は
デ
ン
マ
ー
ク
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
安
城
産
業
文
化
公
園
デ
ン
パ
ー
ク
」

（
名
称
は
公
募
。
デ
ン
は「
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
」の
デ
ン

で
あ
る
と
同
時
に
田
園
と
伝
統
の
デ
ン
で
あ
り
、
公

園
＝
パ
ー
ク
を
組
み
合
わ
せ
た
名
称
）が
あ
る
。
平
成

９
年
の
開
場
以
来
、
四
季
折
々
の
花
が
絶
え
な
い
、

緑
と
食
と
メ
ル
ヘ
ン
の
楽
園
と

し
て
安
城
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
も

い
う
べ
き
位
置
を
保
ち
続
け
る

公
園
で
、
園
外
に
隣
接
す
る
形

で
地
域
の
物
産
が
豊
富
に
そ
ろ

う
「
道
の
駅
デ
ン
パ
ー
ク
安
城
」

も
設
置
さ
れ
、
市
内
・
近
隣
か

ら
の
格
好
の
日
帰
り
観
光
地
と

し
て
の
人
気
を
保
っ
て
い
る
。

　
「
さ
す
が
に
開
場
当
初
の
年

間
１
０
０
万
人
と
い
う
人
出
は

望
め
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
年
間
50
万
人
前
後
の
お

客
さ
ま
を
今
も
集
め
て
お
り
ま
す
し
、
今
後
の
ソ
フ

ト
面
で
の
改
善
・
努
力
次
第
で
は
ま
だ
ま
だ
伸
び
る

余
地
の
あ
る
施
設
だ
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
」（
神
谷

市
長
）

　

安
城
市
と
そ
の
周
辺
地
域
が
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
の
呼

称
の
下
、
大
都
市
圏
に
は
珍
し
い
農
業
地
帯
を
形
成

し
て
き
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
し
か
し
、
当
の
デ
ン

マ
ー
ク
の
人
々
に
は
、
日
本
の
中
部
地
方
に
「
日
本
デ

ン
マ
ー
ク
」
と
呼
称
さ
れ
る
農
業
地
帯
が
あ
る
こ
と
は

近
年
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

だ
が
「
安
城
産
業
文
化
公
園
デ
ン
パ
ー
ク
」
の
基
本

計
画
策
定
（
平
成
４
年
）
お
よ
び
名
称
決
定
（
平
成
５

年
）の
時
期
を
契
機
に
安
城
市
と
在
日
本
デ
ン
マ
ー
ク

大
使
館
と
の
交
流
は
密
接
に
な
り
、
平
成
７
年
に
は

当
時
の
デ
ン
マ
ー
ク
駐
日
大
使
が
安
城
市
を
訪
問
。

平
成
９
年
４
月
29
日
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
直
前
の

竣
工
式
典
で
は
、
駐
日
大
使
の
尽
力
も
あ
っ
て
コ
リ

ン
グ
市
（
デ
ン
マ
ー
ク
）
と
の
友
好
都
市
提
携
が
締
結

さ
れ
た
。

　

ま
た
平
成
21
年
５
月
に
は
、
同
年
12
月
に
、
同
国

の
首
都
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ

15
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
駐
日
デ
ン
マ
ー
ク
大

使
が
日
本
の
９
都
道
府
県
を
自
転
車
で
つ
な
い
で
走

る
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
」
が
デ
ン
マ
ー

ク
大
使
館
主
催
で
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
際
に
は
東
京

か
ら
の
最
初
の
中
継
点
に
安
城
市
の
デ
ン
パ
ー
ク
が

選
ば
れ
、
老
若
男
女
の
市
民
（
も
ち
ろ
ん
神
谷
市
長

も
）
が
大
使
と
と
も
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
む
な

ど
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
安
城
市
の
交
流
は
ま
す
ま
す
密

接
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
中
部
環
境
先
進
５
市
サ
ミ
ッ

ト
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
神
谷
市
長
が
自
転
車

で
掛
川
市
ま
で
走
破
し
た
企
画
の
ヒ
ン
ト
の
一
つ
は
、

そ
こ
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

環
境
首
都
を
目
指
す
安
城
市
の
原
点
も 

デ
ン
マ
ー
ク
農
業

　

既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
で
き

る
限
り
の
環
境
保
全
を
実
施
し
な
が
ら
都
市
と
し
て

の
無
理
の
な
い
発
展
を
も
同
時
に
目
指
す
環
境
首
都

と
い
う
都
市
像
を
目
指
す
安
城
市
の
方
針
は
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
主
催
し
た
「
日
本
の
環
境
首
都
コ
ン
テ
ス
ト
」
へ

の
参
加
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
よ
り
は
る
か
以
前
の
幕
末
に
計
画

さ
れ
た
用
水
開
削
計
画
が
明
治
10
年
代
以
降
、
次
々

と
一
連
の
明
治
用
水
と
な
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
き
、

現
・
安
城
市
を
中
心
と
す
る
旧
碧
海
郡
一
帯
は
大
正

末
期
に
至
り
、
つ
い
に「
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
」と
称
さ
れ

る
ほ
ど
の
豊
か
な
農
業
地
帯
と
な
っ
て
い
た
。
地
域
の

先
人
た
ち
は
、
悪
戦
苦
闘
の
末
に
「
ま
さ
に
荒
れ
地
に

花
を
咲
か
せ
た
」（
神
谷
市
長
）わ
け
だ
。
田
園
地
帯
と

し
て
の
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
の
質
量
（
作
付
面
積
や
畜
産

な
ど
も
含
む
農
業
生
産
量
）
は
、
恐
ら
く
こ
の

１
９
３
０
年
代
〜
１
９
４
０
年
代
が
ピ
ー
ク
で
、
戦
後

に
工
業
化
や
都
市
化
が
急
速
に
進
み
始
め
て
か
ら
は
、

ま
ず
畜
産
が
脱
落
す
る
な
ど
、
工
業
化
や
都
市
化
と

共
存
す
る
形
で
の
新
し
い
「
農
業
の
形
」
が
模
索
さ
れ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
実
は
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い

て
、
環
境
へ
配
慮
す
る
心
が
地
域
の
就
農
者
た
ち
に

は
自
然
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

今
回
の
取
材
で
お
話
を
う
か
が
っ
た
神
谷
市
長
や

市
職
員
の
皆
さ
ん
、
安
城
市
と
そ
の
周
辺
地
域
の
農

業
の
歩
み
を
知
る
方
た
ち
（
デ
ン
パ
ー
ク
職
員
な
ど
）

は
一
様
に
、「
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
と
い
う
の
も
今
は
昔

で
…
…
」
と
話
し
始
め
る
。
し
か
し
「
日
本
デ
ン
マ
ー

ク
」
と
い
う
呼
称
を
口
に
す
る
と
き
の
語
調
の
底
に

は
、
常
に
「
地
域
の
農
業
が
成
し
遂
げ
、
今
も
続
い
て

い
る
歩
み
に
対
す
る
密
か
な
誇
り
」
が
感
じ
ら
れ
た
の

も
事
実
だ
。
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
と
考
え
た
と
き
、

自
然
に
結
び
つ
い
て
く
る
の
が
、
農
業
を
通
し
て
、
最

も
今
日
的
な
環
境
へ
の
配
慮
を
安
城
市
の
農
業
の
先

人
た
ち
は
、
既
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
実
施
し
て
き
た

と
い
う
、
前
述
の
よ
う
な
経
緯
だ
っ
た
。

　

日
本
デ
ン
マ
ー
ク
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
以

降
、
安
城
市
は
常
に
農
業
先
進
都
市
の
モ
デ
ル
地
区

（
集
団
営
農
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
）と
し
て
国
か
ら
も

位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
工
業
化
や
都

市
化
の
希
求
と
い
う
時
代
背
景
の
中
で
、
い
か
に
農

業
が
地
域
と
健
全
に
共
存
し
て
い
け
る
か
と
い
う

テ
ー
マ
の
下
に
行
わ
れ
た
各
種
取
り
組
み
も
、
全
国

に
先
駆
け
る
形
で
実
施
さ
れ
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
中

で
も
「
例
え
ば
明
治
用
水
の
絶
え
ざ
る
改
良
工
事
の
持

続
や
、
水
質
保
全
を
目
的
と
す
る
水
利
組
合
な
ど
に

よ
る
山
林
買
い
取
り
事
業
お
よ
び
矢
作
川
源
流
域
の

買
い
取
り
事
業
な
ど
が
、
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
、
国

に
い
わ
れ
る
前
に
常
に
地
域
で
意
識
さ
れ
て
き
た
こ

と
」（
神
谷
市
長
）な
ど
は
特
筆
に
値
す
る
。
健
全
な
農

業
に
は
健
全
な
自
然
環
境
が
大
切
な
こ
と
に
早
く
か

ら
着
目
し
、
さ
ら
に
水
質
保
全
に
は
源
流
域
か
ら
の
一

貫
し
た
保
護
政
策
が
必
要
だ
と
考
え
、
実
行
に
移
し

て
き
た
の
だ
。
つ
ま
り
戦
後
い
ち
早
く
、
農
業
と
環

境
問
題
を
突
き
詰
め
て
考
え
て
き
た
歴
史
が
、
安
城

市
と
そ
の
周
辺
地
域
の
農
業
地
帯
に
は
あ
っ
た
の
だ
。

　

車
で
市
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
と
き
、
職
員

親子連れやカップルでにぎわうデンパーク誕生の背景に
は安城市の農業の歴史の蓄積

明治用水の上部を活用したサイクリングロード（自転車歩行者専用
道路）

安城の七夕まつりは日本３大七夕まつりの一つ
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安城市　市 政 ル ポ

（愛知県）

が
あ
る
場
所
で
車
を
止
め
、「
実
は
こ
れ
が
、
安
城
市

の
最
も
理
想
と
す
る
風
景
の
一
つ
な
ん
で
す
よ
」
と
晴

れ
晴
れ
と
し
た
声
で
言
っ
た
。

　

目
の
前
に
は
広
々
と
し
た
野
菜
畑
が
あ
り
、
そ
の

向
こ
う
に
は
安
城
市
民
に
と
っ
て
頼
り
に
な
る
先
端

機
能
満
載
の
総
合
病
院
・
安
城
更
生
病
院
の
堂
々
た

る
建
物
群
や
マ
ン
シ
ョ
ン
群
な
ど
が
あ
る
。
背
後
を

振
り
返
れ
ば
野
菜
畑
の
向
こ
う
に
安
城
市
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
が
稼
働
し
て
い
る
。

　

日
本
デ
ン
マ
ー
ク
＝
安
城
市
の
歩
み
を
知
ら
な
け

れ
ば
、
そ
れ
ら
は
田
園
風
景
の
中
に
都
市
化
の
波
が

侵
食
し
つ
つ
あ
る
光
景
の
よ
う
に
見
え
て
し
ま
い
か

ね
な
い
。
だ
が
大
変
な
苦
労
の
後
に
完
成
し
た
明
治

用
水
が
通
水
１
２
０
年
後
の
今
も
豊
か
な
農
業
用
水

と
し
て
生
き
つ
つ
、
市
民
憩
い
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
に
も
な
り
、
さ
ら
に
用
水
の
大
本
で
あ
る
矢
作
川

を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
用
水
管
理
組
合
を
は
じ
め
と
す

る
地
域
の
人
々
の
運
動
に

よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
計
約

５
２
８
ha
も
の
広
大
な
水
源

涵か
ん
よ
う養
林
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

た
今
、
な
る
ほ
ど
こ
れ
は
い

か
に
も
、
都
市
化
お
よ
び
工

業
化
と
共
存
す
る
現
代
の
日

本
デ
ン
マ
ー
ク
＝
安
城
市
ら

し
い
風
景
。
人
の
暮
ら
し
に

必
要
な
施
設
や
各
種
機
能
が
、

豊
か
な
田
園
の
中
に
隣
接
し

合
い
、
溶
け
込
ん
で
い
る
の
だ
と
、
深
く
納
得
し
た

の
だ
っ
た
。

自
動
車
産
業
の
ま
ち
を
吹
き
抜
け
る 

銀
輪
の
風

　

取
材
の
最
後
に
安
城
市
ご
自
慢
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
で
市
内
を
あ
ち
こ
ち
回
っ
た
。
放
置
自
転
車
を
き

れ
い
に
整
備
し
、
塗
装
し
直
し
、
タ
イ
ヤ
を
ノ
ー
パ

ン
ク
タ
イ
ヤ
に
交
換
し
た
も
の
で
、
普
通
に
新
し
い

自
転
車
を
買
え
る
費
用
が
掛
か
っ
て
い
る
と
い
う
。

そ
れ
な
ら
新
し
い
自
転
車
を
買
っ
た
方
が
い
い
と
い

う
意
見
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
元
々
そ

れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
放
置
自
転
車
が

ほ
と
ん
ど
消
え
た
と
い
う
効
果
は
捨
て
が
た
い
。

　

さ
ら
に
指
定
の
ポ
ー
ト
な
ら
ど
こ
か
ら
乗
っ
て
、

ど
こ
で
降
り
て
も
自
由
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
あ
え
て

放
置
自
転
車
を
活
用
し
、
新
車
と
同
等
以
上
の
整
備

費
を
掛
け
る
と
い
う
姿
勢
は
、
単
な
る
「
も
っ
た
い
な

い
精
神
」の
発
露
だ
け
で
は
な
い
、
道
具
は
も
う
こ
れ

以
上
は
使
え
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
使
う
べ
き
だ

と
い
う
美
学
の
領
域
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
と
は
別
に
、
自
前
の
自
転
車
を
買
い
た
い
と

い
う
市
民
に
は
助
成
金
シ
ス
テ
ム
も
も
ち
ろ
ん
各
種

用
意
さ
れ
て
い
る
。
市
内
の
指
定
自
転
車
店
で
は
同

時
に
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
の
販
売
も
行
っ
て
い
る
の

で
、
安
城
市
民
に
と
っ
て
の
自
転
車
環
境
は
非
常
に

多
彩
だ
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
た「
エ
コ

サ
イ
ク
ル
シ
テ
ィ
計
画
」（
〜
平
成
26
年
度
）で
は
、「
意

識
づ
く
り
」「
空
間
づ
く
り
」「
し
く
み
づ
く
り
」が
基
本

方
針
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
ま
さ
に
「
し
く
み

づ
く
り
」の
一
環
と
い
え
る
。

　

ま
た「
意
識
づ
く
り
」で
は「
自
転
車
利
用
促
進
に
向

け
た
き
っ
か
け
づ
く
り
」
や
安
全
意
識
、
マ
ナ
ー
な
ど

の
周
知
徹
底
が
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
と
ら
え
て
実
施

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
神
谷
市
長
は
「
自
動
車

産
業
の
ま
ち
だ
か
ら
こ
そ
」
と
い
う
発
想
で
、
市
内
立

地
の
大
手
自
動
車
関
連
メ
ー
カ
ー
に
近
隣
在
住
の
社

員
へ
の
自
転
車
通
勤
の
勧
め
を
説
き
、
受
け
入
れ
て

も
ら
っ
た
と
い
う
か
ら
素
晴
ら
し
い
（
そ
の
ケ
ア
の
一

環
と
し
て
名
鉄
の
新
駅
の
建
設
に
向
け
て
努
力
す
る

な
ど
、
公
共
交
通
の
整
備
と
い
う
最
大
限
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
も
し
て
い
る
）。
ま
た
市
役
所
職
員
も
近
隣
職

員
は
自
転
車
通
勤
が
奨
励
さ
れ
、
市
長
も
格
別
の
理

由
が
な
い
限
り
基
本
的
に
愛
用
の
自
転
車
で
通
勤
し

て
い
る
。

　

こ
う
し
た「
し
く
み
づ
く
り
」や「
意
識
づ
く
り
」に

市
役
所
や
大
手
企
業
が
率
先
し
て
連
携
す
る
姿
勢
か

ら
は
、
明
治
用
水
を
生
か
し
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
の
充
実
化
や
豊
富
な
駐
輪
設
備
の
設
置
な
ど
の「
空

間
づ
く
り
」と
相
ま
っ
て
、
環
境
首
都
を
目
指
す
安
城

市
に
お
け
る
エ
コ
サ
イ
ク
ル
シ
テ
ィ
計
画
の
位
置
付

け
の
重
要
性
が
う
か
が
え
る
。

　

ま
た
安
城
市
は
来
年
、
市
制
60
周
年
の
節
目
を
迎

え
る
が
、
そ
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は「
紡つ
む

ぐ
」だ
と
い
う
。

日
本
デ
ン
マ
ー
ク
と
呼
ば
れ
た
農
業
先
進
都
市
と
し

て
の
歩
み
、
昭
和
30
年
代
以
降
の
工
業
都
市
と
し
て

の
歩
み
な
ど
、
歴
史
が
つ
む
い
で
き
た
事
象
を
改
め

て
学
び
な
が
ら
、
市
民
と
行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
心

を
つ
む
ぎ
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い
。
さ

ら
に
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
明
る
い
未
来
を
信

じ
て
い
け
る
よ
う
な
息
吹
を
育
て
る
。
そ
ん
な
夢
を

つ
む
ぎ
た
い
。
同
時
に
３
月
に
起
こ
っ
て
以
来
、
日

本
人
の
価
値
観
を
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
っ
た
東
日
本
大

震
災
以
降
の
被
災
地
の
復
興
に
関
し
、
す
べ
て
の
日

本
人
が
心
を
一
つ
に
、
被
災
地
の
人
々
と
と
も
に
小

さ
な
こ
と
か
ら
１
つ
１
つ
つ
む
ぐ
よ
う
に
、
失
わ
れ

た
も
の
を
再
構
築
し
て
い
こ
う
と
い
う
エ
ー
ル
。
メ

イ
ン
テ
ー
マ
の
「
紡
ぐ
」
に
は
そ
う
し
た
も
ろ
も
ろ
の

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
「
60
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
は
、
目
下
、
補
助
金

付
き
事
業
と
し
て
、
市
民
が
主
役
の
事
業
を
企
画
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
公
募
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
結

果
は
最
終
的
に
、
市
民
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

と
審
査
を
経
て
決
定
し
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
企
画

が
生
ま
れ
て
く
る
か
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
同
時

に
市
の
方
で
も
『
新
美
南
吉
に
ち
な
ん
だ
ま
ち
づ
く

り
』な
ど
を
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」（
神

谷
市
長
）

　

新
美
南
吉
は
ご
承
知
の
よ
う
に
『
ご
ん
狐
』

や『
牛
を
つ
な
い
だ
椿
の
木
』な
ど
の
鮮
烈
な
作

品
で
知
ら
れ
る
童
話
作
家
だ
が
、
29
歳
の
若

さ
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
半
田
市
出
身
の
南
吉

は
、
そ
の
わ
ず
か
29
年
の
生
涯
の
最
後
の
青
春

時
代
５
年
間
を
、
安
城
高
等
女
学
校
（
現
安
城

高
校
）の
教
師
と
し
て
過
ご
し
て
い
る
。

　

安
城
市
市
制
60
周
年
の
翌
年
は
、
新
美
南
吉
の
生

誕
１
０
０
年
を
迎
え
る
。
安
城
市
周
辺
に
は
現
在
も
、

南
吉
の
教
え
子
た
ち
が
80
代
の
長
寿
を
迎
え
て
暮
ら

し
て
お
り
、
安
城
市
は
南
吉
フ
ァ
ン
の
若
い
読
者
か

ら
も
、
半
田
市
と
と
も
に
「
南
吉
の
聖
地
」
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。

　

安
城
市
の
「
新
美
南
吉
に
ち
な
ん
だ
ま
ち
づ
く
り
」

は
少
し
ず
つ
姿
を
見
せ
は
じ
め
て
い
る
。
安
城
市
周

辺
が
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
直

前
（
大
正
２
年
）
に
こ
の
世
に
生
を
受
け
、
農
業
地
帯

と
し
て
の
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
が
脂
の
乗
り
切
っ
た
時

期
（
昭
和
18
年
）
に
、
安
城
高
等
女
学
校
の
教
師
と
し

て
こ
の
世
を
去
っ
た
新
美
南
吉
が
、
当
時
の
安
城
市

の
景
観
や
人
々
の
営
み
に
つ
い
て
残
し
た
文
章
が
あ

れ
ば
ぜ
ひ
読
み
た
い
も
の
だ
と
、
心
か
ら
思
う
。
そ

こ
に
は
も
し
か
す
る
と
、
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
と
し
て

の
歴
史
的
な
営
み
を
ベ
ー
ス
に
、
環
境
首
都
と
し
て

の
新
た
な
飛
躍
を
目
指
す
安
城
市
の
「
こ
れ
か
ら
」
を

考
え
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
何
ら
か
の
啓
示
が
潜
ん
で

い
る
の
で
は
な
い
か
。

（
取
材
・
文　

遠
藤　

隆
）

市内に多く見られる田園風景。右の建物は安城更生病院

市制60周年（平成24年）を記念してリニューアルしたマスコッ
トキャラクターのサルビー（市の花サルビアがモチーフ）は子
どもたちに大人気

新美南吉の通勤路だった中心市街地の店舗壁
面やシャッターに描かれた、南吉童話をイ
メージした絵

放置自転車を丁寧に整備し、ノーパンクタイヤまで履か
せた安城市自慢のレンタサイクル

放置自転車がほとんどない理由の一つは豊富な自転車駐
車場の存在（ＪＲ安城駅前）
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